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第
百
八
十
四 

  
 

ア
ラ
ブ
の
反
撃 

   
 
 
 
 

一 
  

タ
イ
ト
ル
か
ら
、
お
お
よ
そ
の
読
者
は 

 

―
―
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
こ
と
だ
な
。 

 

と
推
察
す
る
に
違
い
な
い
。 

 

実
に
そ
の
通
り
で
あ
っ
て
、
一
ド
ル
＝
三
百
六
十
円
の
固
定
為
替

制
度
が
崩
壊
し
た
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
ア
メ
リ
カ
が
頭
越
し
に
中
国
共

産
党
政
府
と
握
手
し
た
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
続
い
て
、
日
本
の
経

済
は
曲
が
り
角
に
立
た
さ
れ
た
。 

 

遠
因
は
す
べ
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
だ
っ
た
。 

 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
発
端
な
い
し
そ
の
遠
因
を
探
れ
ば
、
第
二
次
大

戦
直
後
に
ア
メ
リ
カ
の
国
務
長
官
だ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
・

ダ
レ
ス
の
「
ド
ミ
ノ
理
論
」
に
さ
か
の
ぼ
る
。 

 

す
な
わ
ち
ダ
レ
ス
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
世
界
は
自
由
主
義
陣
営

と
共
産
主
義
陣
営
が
東
西
に
覇
を
競
う
よ
う
に
な
る
と
予
測
し
た
。

朝
鮮
半
島
の
戦
争
に
続
い
て
イ
ン
ド
シ
ナ
の
〝
火
薬
庫
〞
に
ア
メ
リ

カ
の
手
が
伸
び
た
の
は
、
こ
こ
が
共
産
化
す
れ
ば
周
辺
諸
国
も
同
じ

よ
う
に
自
由
主
義
経
済
か
ら
離
脱
し
て
い
く
、
と
考
え
た
か
ら
に
ほ

か
な
ら
な
い
。 

 

五
四
年
四
月
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
イ
ン
ド
シ
ナ
和
平
協
定

が
結
ば
れ
、
北
緯
一
七
度
を
も
っ
て
北
と
南
に
二
つ
の
政
府
が
存
在

す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
並
行
し
て
ア
メ
リ
カ
は
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

タ
イ
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
八
か
国
で
成
る
「
東
南
ア
ジ
ア
条
約
機
構

（
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）」
を
結
成
し
て
、
共
産
主
義
の
封
じ
込
め
を
図
っ

た
。 

 

以
下
、
年
表
風
に
記
す
。 

 

59
年
５
月 

ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
（
ハ
ノ
イ
政
権
）、
南
部
の
武
力
解 

 
 
 
 
 

放
支
援
を
決
定 

60
年
４
月 

ア
メ
リ
カ
政
府
、
南
ベ
ト
ナ
ム
に
六
百
八
十
五
人
の 

 
 
 
 
 

軍
事
援
助
顧
問
団
を
派
遣 

 
 

11
月 

ラ
オ
ス
の
協
力
で
ホ
ー
チ
ミ
ン
ル
ー
ト
完
成
。 

 
 

12
月 

南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
結
成 

62
年
７
月 

ラ
オ
ス
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
調
印
。 

 
 

12
月 

南
ベ
ト
ナ
ム
で
の
米
軍
事
要
員
が
一
万
一
千
人
に
。 

64
年
８
月 

ト
ン
キ
ン
湾
事
件 

65
年
２
月 
ア
メ
リ
カ
軍
、
北
爆
を
開
始 

 
 

３
月 
米
海
兵
隊
三
千
五
百
人
が
ダ
ナ
ン
に
上
陸 



＝巻之二十五 懊悩＝ 

 47 

 
 

７
月 

米
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
、
五
万
人
の
増
派
を
発
表 

  
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
以
上
の
よ
う
な
経
過
で
拡
大
し
て
い
っ
た
。 

 

一
九
六
〇
年
時
点
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
は
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ

ィ
で
あ
っ
て
、
現
今
に
お
い
て
彼
の
イ
メ
ー
ジ
が
「
最
も
平
和
を
追

求
し
た
大
統
領
」
で
あ
る
か
に
さ
れ
る
の
は
、
錯
覚
な
い
し
虚
像
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

た
だ
し
六
五
年
三
月
に
海
兵
隊
が
上
陸
し
て
陸
上
戦
に
参
加
し
た

こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
を
抜
き
差
し
で
き
な
い
事
態
に
引
き
ず
り
込
ん

だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
責
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
あ
る
。 

 

と
も
あ
れ
、
そ
の
戦
争
に
ア
メ
リ
カ
は
精
力
を
使
い
過
ぎ
た
。
世

界
の
七
割
ま
で
保
有
し
た
金
が
流
出
し
、
経
済
力
が
相
対
的
に
低
減

し
、
ド
ル
の
威
信
が
下
が
っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
が
七
一
年
八
月
に
発
表

し
た
ド
ル
防
衛
策
お
よ
び
、
中
国
共
産
主
義
政
府
の
承
認
は
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
の
早
期
終
結
に
向
け
た
施
策
だ
っ
た
が
、
第
四
次
中
東
戦

争
（「
十
月
戦
争
」）
の
引
き
金
と
な
っ
た
、
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

  
 
 
 
 

二 
  

第
四
次
中
東
戦
争
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
七
三
年
十
月
六
日
だ
っ

た
。
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
同
日
午
後
二
時
ち
ょ
う
ど
、
エ
ジ
プ
ト

共
和
国
軍
が
イ
ス
ラ
エ
ル
支
配
下
の
ス
エ
ズ
運
河
東
岸
を
、
シ
リ
ア

軍
が
ゴ
ラ
ン
高
原
に
砲
撃
を
開
始
し
た
。 

 

砲
撃
の
あ
と
四
千
人
の
突
撃
兵
が
突
撃
舟
艇
で
運
河
を
渡
っ
た
。

後
続
の
歩
兵
部
隊
三
万
二
千
、
戦
車
約
一
千
輌
は
た
ち
ま
ち
イ
ス
ラ

エ
ル
軍
の
拠
点
十
七
か
所
を
落
と
し
、
さ
ら
に
工
兵
隊
が
橋
を
設
置

す
る
作
業
に
取
り
掛
か
っ
た
。 
 

エ
ジ
プ
ト
軍
は
さ
ら
に
同
日
夜
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
戦
線
を
飛
び

越
え
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
一
千
七
百
人
以
上
の
突
撃
兵
を
送
り
込
ん

だ
。 

 

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
第
二
五
二
機
甲
師
団
は
直
ち
に
反
撃
し
た
が
、

エ
ジ
プ
ト
軍
が
繰
り
出
す
サ
ガ
ー
対
戦
車
ミ
サ
イ
ル
や
Ｒ
Ｐ
Ｇ
対
戦

車
ロ
ケ
ッ
ト
砲
で
保
有
戦
車
の
三
分
の
二
を
失
い
、
戦
い
を
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
空
軍
も
果
敢
に
反
撃
し
た
が
、
翌
七

日
夕
刻
ま
で
に
戦
闘
爆
撃
機
約
四
十
機
が
撃
ち
落
さ
れ
、
ほ
ぼ
無
力

化
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

ゴ
ラ
ン
高
原
を
攻
撃
し
た
シ
リ
ア
軍
は
、
戦
車
七
百
七
十
輌
、
装

甲
車
輌
六
百
五
十
台
の
二
個
師
団
で
構
成
さ
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
司

令
部
の
急
所
と
さ
れ
た
ナ
フ
ィ
ク
、
西
の
ヨ
ル
ダ
ン
川
に
か
か
る
ブ

ノ
ッ
ト
・
ヤ
コ
ブ
橋
を
目
標
に
進
撃
し
た
。
こ
こ
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル

軍
の
戦
車
「
セ
ン
チ
ュ
リ
オ
ン
」
が
優
位
に
立
っ
た
。 

 
し
か
し
、
シ
リ
ア
軍
は
同
日
夕
刻
に
南
部
の
ラ
フ
ィ
ド
を
占
領
し
、

七
日
に
は
ナ
フ
ィ
ク
に
到
達
し
た
。
こ
の
と
き
シ
リ
ア
軍
は
戦
車
六

百
五
十
車
輌
で
構
成
す
る
ア
サ
ド
戦
車
旅
団
を
投
入
し
、
一
気
呵
成
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に
ヨ
ル
ダ
ン
川
に
向
け
て
進
撃
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
時
点
で
シ
リ

ア
大
統
領
の
ハ
フ
ェ
ズ=

ア
ル=

ア
サ
ド
は
、
軍
に
対
し
て 

 
―
―
現
在
地
で
防
御
線
を
展
開
せ
よ
。 

 

と
い
う
命
令
を
下
し
た
。 

 

こ
れ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
反
撃
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
た
。 

 

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
エ
ジ
プ
ト
軍
に
向
け
て
二
個
の
機
構
師
団
を
投

入
し
て
体
勢
を
立
て
直
す
一
方
、
ゴ
ラ
ン
高
原
で
シ
リ
ア
軍
の
戦
車

二
百
六
十
輌
を
撃
破
し
て
気
勢
を
上
げ
た
。
こ
こ
で
勢
い
を
得
た
イ

ス
ラ
エ
ル
は
、
シ
リ
ア
の
首
都
ダ
マ
ス
カ
ス
に
攻
撃
を
仕
掛
け
る
作

戦
を
取
っ
た
。 

 

開
戦
六
日
目
の
十
月
十
一
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
第
三
六
機
甲
師
団

は
戦
車
三
百
輌
を
も
っ
て
ダ
マ
ス
カ
ス
へ
進
撃
し
よ
う
と
し
た
が
、

さ
す
が
に
こ
の
作
戦
に
は
無
理
が
あ
っ
た
。
塹
壕
と
要
塞
を
何
重
に

も
重
ね
た
シ
リ
ア
の
防
衛
線
は
強
固
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
先
鋒
は

思
う
よ
う
に
伸
び
な
か
っ
た
。 

 

十
二
日
、
ア
ラ
ブ
陣
営
三
番
目
の
参
戦
国
イ
ラ
ク
の
戦
車
師
団
が

戦
線
に
到
着
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
師
団
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
猛
反
撃

に
あ
っ
て
た
ち
ま
ち
敗
走
し
、
翌
十
三
日
に
戦
闘
を
停
止
し
て
し
ま

っ
た
。
イ
ラ
ク
は
、
ア
ラ
ブ
の
義
理
で
出
兵
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

 

戦
況
の
焦
点
は
エ
ジ
プ
ト
軍
に
移
っ
た
。 

 

エ
ジ
プ
ト
軍
は
一
千
輌
の
戦
車
を
投
入
し
、
ス
エ
ズ
を
越
え
て
シ

ナ
イ
半
島
の
奥
深
く
に
ま
で
兵
を
進
め
て
い
た
。
こ
の
と
き
エ
ジ
プ

ト
政
府
は
、
シ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
両
政
府
が
こ
の
戦
争
の
継
続
に
意
欲

を
失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
エ
ジ
プ

ト
政
府
は
両
国
に
働
き
か
け
を
行
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
介
入
を
回

避
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
。 

 

十
五
日
に
い
た
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
シ
ャ
ロ
ン
将
軍
が
率
い
る

第
一
四
三
機
甲
師
団
を
シ
ナ
イ
戦
線
に
転
進
さ
せ
て
エ
ジ
プ
ト
軍
の

足
を
止
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
か
つ
十
八
日
か
ら
二
十
日
に
か
け

て
別
働
の
戦
車
部
隊
を
ス
エ
ズ
運
河
南
方
―
―
突
出
し
て
進
撃
し
た

エ
ジ
プ
ト
軍
の
背
後
―
―
に
迂
回
さ
せ
た
。 

 

こ
れ
が
停
戦
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。 

 

戦
闘
は
十
月
二
十
三
日
に
止
み
、
二
十
四
日
に
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア

ラ
ブ
三
か
国
の
間
で
暫
定
的
な
停
戦
協
定
が
結
ば
れ
た
。
こ
の
戦
争

に
よ
る
損
失
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
戦
死
三
千
人
、
喪
失
戦
車
八
百
四

十
輌
だ
っ
た
の
に
対
し
、
ア
ラ
ブ
三
か
国
は
戦
死
九
千
人
、
喪
失
戦

車
二
千
五
百
輌
だ
っ
た
。
数
字
の
上
で
は
ア
ラ
ブ
側
の
損
失
が
三
倍

だ
が
、 

 

―
―
イ
ス
ラ
エ
ル
は
不
敗
。 

 
と
い
う
先
入
観
を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
意
味
で
、
ア

ラ
ブ
諸
国
に
は
勝
利
感
が
強
か
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
も
そ
の
こ
と
を

強
く
認
識
し
た
。
今
後
は
ア
ラ
ブ
諸
国
と
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う 

 

戦
争
は
暫
定
停
戦
協
定
の
の
ち
、
十
二
月
二
十
一
日
に
ス
イ
ス
の
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ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
か
れ
た
中
東
和
平
会
議
、
翌
七
四
年
一
月
十
八
日

の
エ
ジ
プ
ト
―
イ
ス
ラ
エ
ル
兵
力
引
離
し
協
定
で
集
結
し
た
。
だ
が

も
う
一
つ
の
戦
い
が
始
ま
っ
て
い
た
。
ア
ラ
ブ
諸
国
は
石
油
と
い
う

武
器
で
西
側
諸
国
と
戦
う
こ
と
を
決
意
し
た
の
だ
っ
た
。 

 

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
ア
ラ
ブ
諸
国
は
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、

唯
一
の
輸
出
産
品
で
あ
る
原
油
が
西
側
諸
国
、
な
か
ん
ず
く
ア
メ
リ

カ
に
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
油
井
の
開
発
、
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
、
精
製
工
場
、
積
み
出
し
港
な
ど
す
べ
て
が
西
側
諸
国
の
資

本
に
握
ら
れ
、
自
営
権
が
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
に
彼
ら
は
気
が
つ
い

た
。
こ
れ
が
民
族
主
義
を
覚
醒
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
。 

 

ド
ル
防
衛
策
が
発
表
さ
れ
た
次
の
年
の
十
月
、
産
油
国
で
組
織
す

る
石
油
輸
出
国
機
構
（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
は
自
国
内
に
あ
る
石
油
関
連
企

業
の
株
式
の
五
一
％
以
上
を
輸
出
国
が
保
有
す
る
目
標
を
立
て
た
。

第
四
次
中
東
戦
争
が
勃
発
し
た
直
後
の
七
三
年
十
月
十
七
日
に
は
、

生
産
量
を
削
減
し
て
、
親
イ
ス
ラ
エ
ル
国
へ
の
石
油
の
輸
出
を
禁
止

す
る
と
宣
言
し
た
。 

 

最
初
の
禁
輸
国
は
ア
メ
リ
カ
と
オ
ラ
ン
ダ
だ
っ
た
。
ア
ラ
ブ
の
石

油
輸
出
国
で
組
織
す
る
ア
ラ
ブ
石
油
輸
出
国
機
構
（
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

も
こ
れ
に
同
調
し
た
。 

 

こ
の
た
め
、
供
給
過
剰
気
味
だ
っ
た
石
油
の
原
価
が
一
気
に
高
騰

し
た
。
は
じ
め
一
バ
レ
ル
（
約
百
五
十
九
リ
ッ
ト
ル
）
三
ド
ル
だ
っ

た
原
油
価
格
は
、
た
ち
ま
ち
四
倍
の
十
二
ド
ル
に
跳
ね
上
が
っ
た
。

ば
か
り
で
な
く
、
輸
入
で
き
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
く
な
っ
た
。 

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
諸
国
（
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
カ
タ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
リ
ビ
ア
、
ア

ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
）
は
、
自
分

た
ち
が
保
有
す
る
原
油
が
世
界
経
済
に
与
え
る
影
響
力
を
過
小
評
価

し
て
い
た
が
、
禁
輸
措
置
と
産
油
量
調
整
に
よ
る
価
格
操
作
に
西
側

諸
国
が
予
想
以
上
に
慌
て
ふ
た
め
い
た
姿
を
見
て
、
自
信
を
強
め
て

い
っ
た
。 

 

例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
開
店
休
業
の
状

態
に
な
り
、
物
流
が
滞
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
が
動
か
ず
、
航
空
機
や
船

舶
の
欠
航
が
相
次
い
だ
た
め
、
倉
庫
に
商
品
が
あ
ふ
れ
て
い
る
の
に

消
費
者
に
行
き
渡
ら
な
く
な
っ
た
の
だ
。
メ
ー
カ
ー
は
生
産
調
整
に

入
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
特
に
石
油
に
依
存
す
る
化
学
メ
ー
カ

ー
の
打
撃
は
大
き
か
っ
た
。 

 

そ
の
影
響
は
経
済
活
動
全
体
に
及
ん
で
い
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
国
境
を
越
え
て
生
産
と
供
給
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス

の
経
済
麻
痺
は
オ
ラ
ン
ダ
や
ド
イ
ツ
に
飛
び
火
し
た
。
製
造
業
で
操

業
の
短
縮
と
人
員
の
整
理
が
始
ま
り
、
労
働
者
の
抗
議
運
動
が
始
ま

っ
た
。 

 
石
油
不
足
は
電
力
の
供
給
に
も
影
響
を
与
え
た
。
加
え
て
冬
が
近

づ
い
て
い
た
。
中
東
の
人
々
に
は
そ
の
実
感
が
な
か
っ
た
が
、
北
半

球
の
北
緯
三
十
五
度
以
上
に
住
む
人
々
に
は
深
刻
な
問
題
だ
っ
た
。 
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そ
の
エ
リ
ア
に
、「
先
進
工
業
国
」
の
大
半
が
属
し
て
い
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

当
時
、
日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
主
力
が
石
炭
か
ら
石
油
に
転

換
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
統
計
に
よ
る
と
、
七
三
年
に
日
本
が
輸
入

し
た
原
油
は
二
億
九
千
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
（
十
八
億
二
千
万
バ
レ
ル
）

だ
っ
た
。 

 

こ
の
年
を
ピ
ー
ク
に
日
本
の
原
油
輸
入
量
は
減
少
し
、
こ
ん
に
ち

に
い
た
っ
て
も
三
億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
を
上
回
っ
た
こ
と
は
な
い
。
そ

の
後
の
経
済
発
展
を
考
え
る
と
、
驚
く
べ
き
こ
と
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
の
だ
が
、
そ
の
話
は
別
に
譲
る
。 

 

石
油
の
海
外
依
存
度
は
九
九
％
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
中
東
産
油

国
が
占
め
る
割
合
は
七
七
％
に
達
し
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
金
さ

え
出
せ
ば
買
う
こ
と
が
出
来
た
が
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
親
イ
ス
ラ
エ
ル
国

に
は
輸
出
し
な
い
し
、
友
好
国
以
外
の
国
に
は
供
給
量
を
削
減
す
る

と
い
う
声
明
を
出
し
た
の
だ
か
ら
、
田
中
内
閣
は
動
顚
し
た
。 

 

十
二
月
十
日
、
政
府
は
副
総
理
・
三
木
武
夫
を
代
表
と
す
る
特
使

を
中
東
八
か
国
に
派
遣
し
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
二
十
二

日
、 

 

―
―
日
本
は
友
好
国
。 

 

と
認
定
し
た
。 

 

だ
が
世
情
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て
い
た
。 

 

モ
ノ
不
足
が
起
こ
る
と
い
う
危
機
感
が
あ
ら
ぬ
風
評
を
呼
び
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
騒
動
が
起
こ
り
、
続
い
て
洗
剤
、
砂
糖
、
醤
油

な
ど
を
買
い
求
め
る
消
費
者
が
ス
ー
パ
ー
に
殺
到
し
た
。
全
国
最
大

の
生
活
協
同
組
合
と
し
て
知
ら
れ
る
「
コ
ー
プ
こ
う
べ
」（
当
時

「
灘
神
戸
生
協
」）
は
当
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

  

あ
る
日
突
然
、
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
か
ら
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が

消
え
た
。
こ
れ
に
端
を
発
し
、
砂
糖
、
し
ょ
う
ゆ
、
洗
剤
な
ど
も
相

次
い
で
姿
を
消
す
。
昭
和
四
十
八
年
秋
の
「
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
」
は
、

日
本
全
土
に
危
機
的
な
モ
ノ
不
足
を
引
き
起
こ
し
た
。 

 

（
中
略
） 

 

原
料
不
足
や
資
材
の
高
騰
、
操
業
時
間
の
規
制
な
ど
に
よ
り
物
価

は
急
騰
し
、
イ
ン
フ
レ
が
発
生
す
る
。 

 

し
か
し
、
実
質
的
な
石
油
危
機
以
上
に
深
刻
だ
っ
た
の
は
、
消
費

者
の
パ
ニ
ッ
ク
心
理
で
あ
っ
た
。
実
際
、
ひ
ど
い
便
乗
値
上
げ
も
各

地
で
増
え
て
お
り
、「
い
ま
買
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
、
買
え
な
く
な

る
。
モ
ノ
が
な
く
な
る
」
と
い
う
風
説
が
口
コ
ミ
で
広
が
っ
て
い
た
。 

 
不
安
は
さ
ら
に
不
安
を
呼
ぶ
。 

 
ど
こ
の
ス
ー
パ
ー
で
も
、
開
店
と
同
時
に
買
い
物
客
が
殺
到
。
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
棚
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
空
っ
ぽ
に
な
っ
て

い
た
。
続
い
て
、
砂
糖
、
し
ょ
う
ゆ
、
洗
剤
な
ど
生
活
必
需
品
す
べ
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て
に
買
い
だ
め
が
及
ぶ
。
こ
の
た
め
、
商
店
で
は
仕
入
れ
が
追
い
つ

か
ず
、「
お
一
人
様
一
個
限
り
」
な
ど
と
規
制
を
始
め
た
。 

 
だ
が
こ
の
規
制
が
消
費
者
の
不
安
を
さ
ら
に
あ
お
る
…
…
。
い
つ

の
間
に
か
、
際
限
の
な
い
買
い
だ
め
の
イ
タ
チ
ご
っ
こ
が
全
国
で
起

こ
っ
て
い
た
。 

  

同
じ
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
で
も
あ
っ
た
。
人
気
テ
レ
ビ
司
会
者
ジ
ョ

ニ
ー
・
カ
ー
ソ
ン
が
七
三
年
十
二
月
十
九
日
の
自
分
の
番
組
で
、 

 

「
み
な
さ
ん
、
最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
を
ご
存
じ
？ 

冗
談
ぬ
き
で
、

新
聞
に
書
い
て
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
不
足
が

起
き
て
る
ん
だ
っ
て
」 

 

と
ジ
ョ
ー
ク
を
飛
ば
し
た
。 

 

日
本
の
騒
動
を
ネ
タ
に
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
を
真
に

受
け
た
視
聴
者
が
ス
ー
パ
ー
に
走
り
、
そ
れ
を
見
聞
き
し
た
消
費
者

が
売
り
場
に
殺
到
す
る
事
態
と
な
っ
た
。 

 

こ
の
こ
と
は
別
の
観
点
か
ら
、
非
常
に
興
味
深
い
例
証
と
な
っ
た
。 

 

ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
風
評
が
発
生
し
、
そ
れ
が
都
市
の
群
衆

心
理
を
ど
う
動
か
す
か
―
―
。 

 

つ
ま
り
ケ
イ
ン
ズ
、
サ
ミ
ュ
ウ
ェ
ル
ソ
ン
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た

現
代
経
済
に
お
け
る
「
経
済
主
体
の
極
大
行
動
原
理
」
の
実
証
例
で

あ
り
、
ま
た
テ
レ
ビ
や
新
聞
が
果
た
す
経
済
効
果
の
測
定
例
で
あ
り
、

か
つ
新
し
い
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
の
具
体
例
だ
っ
た
。 

 

政
府
が
打
っ
た
の
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
だ
っ
た
。
原
油
の
備

蓄
が
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に
等
し
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
の
値

段
が
じ
り
じ
り
と
上
が
っ
た
。 

 

一
リ
ッ
ト
ル
四
十
五
円
だ
っ
た
市
販
価
格
は
八
十
円
、
百
円
、
百

二
十
円
と
な
り
、
運
送
会
社
が
音
を
上
げ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

は
休
日
営
業
を
中
止
し
、
マ
イ
カ
ー
自
粛
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。 

 

次
に
電
力
の
消
費
を
抑
制
す
る
諸
策
が
講
じ
ら
れ
た
。
当
時
、
電

力
は
約
八
割
が
火
力
発
電
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
た
め
だ
っ

た
。
テ
レ
ビ
局
は
深
夜
放
送
を
中
止
し
、
デ
パ
ー
ト
や
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
運
転
を
抑
制
し
た
。 

 

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、

紙
の
値
段
が
高
騰
し
た
の
は
事
実
だ
っ
た
。
船
舶
用
燃
料
の
高
騰
と

船
便
の
制
限
に
よ
っ
て
、
原
料
と
な
る
パ
ル
プ
の
輸
入
量
が
減
少
し

た
の
が
最
大
の
要
因
だ
っ
た
。 

 

七
三
年
秋
口
ま
で
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
上
質
紙
は
文
具
店
な
ど
で
一

枚
一
円
が
相
場
だ
っ
た
が
、
冬
場
に
一
円
五
十
銭
、
翌
七
四
年
春
に

は
二
円
二
十
銭
か
ら
二
円
五
十
銭
に
値
上
が
り
し
た
。 

 
こ
れ
に
伴
っ
て
雑
誌
や
書
籍
が
値
上
が
り
し
、
例
え
ば
そ
れ
ま
で

星
（
★
）
一
つ
五
十
円
だ
っ
た
岩
波
文
庫
、
ど
れ
で
も
百
五
十
円
と

い
う
岩
波
新
書
が
個
別
に
定
価
を
設
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
書
籍
も
価
格
の
表
示
法
が
変
わ
っ
た
。 

 

例
え
ば
七
〇
年
七
月
初
版
の
『
豊
饒
の
海
』〔
暁
の
寺
〕（
三
島
由



＝巻之二十五 懊悩＝ 

 52 

紀
夫
）
は
、
箱
入
り
三
百
四
十
二
ペ
ー
ジ
の
上
製
本
で
六
百
六
十
円

だ
が
、
ほ
ぼ
同
じ
厚
さ
の
『
さ
び
し
い
王
様
』（
北
杜
夫
）
は
箱
な

し
で
八
百
円
に
値
上
が
り
し
た
。 

 

さ
ら
に
八
〇
年
代
に
入
る
と
奥
付
に
価
格
を
入
れ
ず
、 

 

―
―
価
格
は
カ
バ
ー
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

と
い
う
具
合
に
な
る
。 

 

と
も
あ
れ
七
三
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
と
紙
の

値
上
が
り
、
不
足
が
深
刻
だ
っ
た
。
情
報
産
業
に
限
っ
て
い
う
と
、

や
は
り
紙
不
足
が
重
大
な
課
題
と
な
っ
た
。
当
時
、
通
産
省
の
情
報

処
理
振
興
課
業
務
班
長
だ
っ
た
鈴
木
孝
男
は
、
次
の
よ
う
に
回
想
し

て
い
る
。 

 

「
情
報
処
理
産
業
の
生
産
物
は
紙
に
印
字
さ
れ
た
デ
ー
タ
で
あ
り
、

こ
れ
が
な
け
れ
ば
業
界
の
死
活
問
題
に
な
る
と
の
こ
と
で
、
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
、
業
紙
課
（
当
時
）
等
と
夜
遅
く
ま
で
毎
日
掛
け
合
っ

た
も
の
で
す
」 

 

印
字
用
の
帳
票
用
紙
ば
か
り
で
な
く
、
パ
ン
チ
カ
ー
ド
や
伝
票
用

紙
の
品
不
足
と
値
上
が
り
は
、
そ
の
年
の
暮
か
ら
七
四
年
に
入
っ
て

顕
著
に
な
っ
た
。 

 

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
十
一
イ
ン
チ
連
続
帳
票
は
七
三
年
春
ご
ろ
は
一

枚
七
十
五
銭
前
後
だ
っ
た
が
、
年
末
に
一
円
八
十
銭
か
ら
二
円
に
上

昇
し
、
年
を
越
す
と
三
円
近
く
に
跳
ね
上
が
っ
た
。
大
量
に
連
続
帳

票
を
消
費
す
る
計
算
セ
ン
タ
ー
は
コ
ス
ト
高
で
経
営
が
圧
迫
さ
れ
始

め
た
。 

 

さ
ら
に
計
算
セ
ン
タ
ー
ば
か
り
で
な
く
、
ソ
フ
ト
会
社
も
資
金
繰

り
が
苦
し
く
な
っ
て
い
た
。
た
だ
、
ソ
フ
ト
／
サ
ー
ビ
ス
業
界
に
は

展
望
が
あ
っ
た
。
ド
ル
の
切
り
下
げ
と
原
油
価
格
の
高
騰
で
、
他
産

業
は
一
斉
に
新
規
投
資
を
引
き
締
め
た
が
、
情
報
化
投
資
だ
け
は
減

少
し
な
か
っ
た
。 

 

さ
ら
に
他
産
業
が
七
四
年
度
―
―
七
五
年
四
月
入
社
―
―
の
新
卒

採
用
を
大
幅
に
縮
小
し
た
こ
と
で
、
ソ
フ
ト
／
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
大

卒
採
用
の
チ
ャ
ン
ス
が
回
っ
て
き
た
。 

 

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
一
時
的
に
日
本
の
経
済
に
混
乱
を
も
た
ら
し

た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
結
果
、
省
エ
ネ
の
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
。
市
民

生
活
の
中
で
は
新
聞
紙
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
廃
紙
の
回
収
と
再
生
が

始
ま
っ
た
。
本
音
で
い
う
と
誰
も
が
真
っ
白
で
柔
ら
か
な
テ
ィ
ッ
シ

ュ
を
使
い
た
か
っ
た
が
、
ね
ず
み
色
で
ゴ
ワ
ゴ
ワ
の
再
生
紙
で
我
慢

す
る
こ
と
を
庶
民
は
覚
え
た
。 

 

そ
れ
ま
で
人
々
は
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
こ
そ
が
経
済
発
展
の

原
動
力
だ
と
信
じ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
古
い
も
の
を
「
古
い
」
と

い
う
理
由
で
捨
て
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
か
ら
発
信
さ
れ
る
新
製
品
を
次

か
ら
次
に
購
入
す
る
こ
と
が
是
と
さ
れ
た
。 

 
―
―
日
本
人
は
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
」
が
好
き
だ
が
、「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
」
は
す
ぐ

古
く
な
る
。 

 

と
海
外
か
ら
揶
揄
さ
れ
た
時
代
だ
っ
た
。 
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だ
が
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
地
球
資
源
に
限
り
が
あ
る
こ
と
を
教
え
、

さ
ら
に
「
狂
乱
物
価
」
に
よ
っ
て
、
大
衆
は
「
昭
和
元
禄
」
に
浮
か

れ
て
い
た
生
活
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。 

 

生
活
の
無
駄
を
排
除
す
る
た
め
に
商
品
は
実
利
重
視
で
選
別
さ
れ
、

無
用
の
買
い
だ
め
は
忌
避
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
用
品
の
過
大

包
装
を
な
く
す
運
動
が
全
国
に
広
が
り
、
ス
ー
パ
ー
は
個
別
包
装
を

止
め
て
専
用
の
買
い
物
袋
を
導
入
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
レ
ジ
袋
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
も
ま
た
石
油
資
源
の
消
費
に
つ
な
が
る

と
い
う
理
由
か
ら
七
〇
年
代
末
以
後
、
再
利
用
運
動
が
始
ま
っ
た
。 

 

産
業
界
で
最
も
敏
感
に
反
応
し
た
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
、
な
か

ん
ず
く
電
力
業
界
だ
っ
た
。
東
京
電
力
に
よ
る
と
、
七
三
年
の
段
階

で
国
内
の
第
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
そ
の
七
七
％
を
石
油
に
依
存
し

て
い
た
。
だ
が
、
石
油
に
大
き
く
依
存
す
る
こ
と
は
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
な

ど
産
油
国
の
意
思
に
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
左
右
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
リ
ス
ク
は
大
き
過
ぎ
る
と
判
断
さ
れ
た
。 

 

そ
こ
で
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
電
力
業
界
は
、
火
力
発
電
所
の
熱

源
と
し
て
天
然
ガ
ス
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
原
子
力
発
電
施
設
の

増
設
に
着
手
し
て
い
っ
た
。 

 

と
は
い
え
、
天
然
ガ
ス
に
よ
る
火
力
発
電
所
や
原
子
力
発
電
施
設

の
建
設
は
一
朝
一
夕
に
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
技
術
開
発
ば

か
り
で
な
く
、〝
絶
対
〞
の
安
全
対
策
が
講
じ
ら
れ
な
い
限
り
、
石

油
ベ
ー
ス
の
火
力
発
電
か
ら
の
移
行
は
容
易
で
な
か
っ
た
。 

 

そ
こ
で
彼
ら
が
講
じ
た
の
は
、
電
力
の
使
用
量
を
減
ら
す
こ
と
だ

っ
た
。
こ
の
た
め
東
京
電
力
は
、
七
四
年
十
一
月
に
「
全
社
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
推
進
チ
ー
ム
」
を
編
成
し
、
ま
ず
、
日
常
管
理
に
よ
る
節

減
を
自
ら
実
行
す
る
と
と
も
に
大
口
需
要
者
に
協
力
を
依
頼
し
た
。 
 

具
体
的
に
は
室
内
照
明
の
節
電
、
冷
暖
房
用
空
調
機
の
運
転
管
理

強
化
な
ど
だ
っ
た
。 

 

次
い
で
取
り
組
ん
だ
の
は
廃
熱
の
再
利
用
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
だ
っ
た
。
廃
熱
の
再
利
用
で
は
廃
熱
風
・
廃
温
水
の
再
使
用
、

発
電
タ
ー
ビ
ン
復
水
熱
の
ボ
イ
ラ
ー
給
水
加
熱
再
利
用
な
ど
で
あ
り
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
で
は
地
熱
発
電
や
風
力
発
電
に
か
か
わ
る

技
術
と
機
器
の
開
発
だ
っ
た
。
ま
た
産
業
機
器
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

を
低
減
す
る
た
め
の
触
媒
や
精
密
ベ
ア
リ
ン
グ
の
開
発
な
ど
が
並
行

し
て
進
め
ら
れ
た
。 

 

そ
の
結
果
、
全
製
造
業
に
お
け
る
製
品
生
産
所
要
単
位
当
た
り
エ

ネ
ル
ギ
ー
総
費
用
は
、
七
四
年
度
に
対
し
七
五
年
は
五
％
減
、
七
六

年
度
は
一
〇
％
減
、
七
七
年
度
は
二
〇
％
減
、
七
八
年
度
は
三
〇
％

減
と
着
実
に
低
減
し
て
い
っ
た
。
こ
の
技
術
は
や
が
て
公
害
の
防
止

に
つ
な
が
り
、
燃
料
電
池
な
ど
非
石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。 

 

も
と
も
と
大
き
な
電
力
消
費
量
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
精
錬
な
ど
は
別
と
し
て
、
工
場
の
節
電
対
策
ば
か
り
で
な
く
、
省
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エ
ネ
型
原
材
料
の
開
発
や
作
業
工
程
の
見
直
し
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
。 

そ
の
中
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、
従
来
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
な
制
御
機
構
で

は
な
く
、
Ｉ
Ｃ
を
使
っ
た
デ
ジ
タ
ル
方
式
の
制
御
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。 

 

半
導
体
回
路
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
電
子
的
に
工
作
機
械
を
操
作
し
、

さ
ら
に
工
作
機
械
そ
の
も
の
を
ロ
ボ
ッ
ト
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
や
、

デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
を
工
場
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
集
約
し
て
品
質

を
管
理
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
適
用
が
進
ん
で
い
っ
た
。 

 

自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
全
力
を
あ
げ
て
燃
費
の
改
善
と
低
公
害
化
に

取
り
組
み
、
家
電
メ
ー
カ
ー
は
省
電
力
消
費
技
術
の
開
発
で
競
う
よ

う
に
な
っ
た
。〔
省
エ
ネ
〕
が
新
し
い
付
加
価
値
と
し
て
認
知
さ
れ

た
の
だ
。
そ
の
た
め
に
は
マ
イ
コ
ン
制
御
方
式
が
最
適
で
あ
る
と
い

う
結
論
に
、
多
く
の
メ
ー
カ
ー
が
到
達
し
た
。 

 

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
応
用
し
た
事
務
機
器
が
普
及
し
始
め
た
の
も
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
後
で
あ
る
。
例
え
ば
コ
ピ
ー
機
が
そ
う
だ
っ
た
。 

従
来
、
設
計
図
面
な
ど
の
複
写
は
「
青
焼
き
」
と
呼
ば
れ
る
化
学
薬

品
処
理
方
式
の
転
写
が
主
流
だ
っ
た
が
、
デ
ジ
タ
ル
・
ス
キ
ャ
ナ
ー

の
技
術
や
液
晶
の
技
術
を
組
み
合
せ
た
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ピ
ー
装
置
が

登
場
し
た
。 

 

さ
ら
に
全
産
業
規
模
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
が
急
速
に
進
ん
だ
。

無
駄
を
省
き
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
た
め
に
、
資
材
調
達
、
生
産
、
在

庫
、
物
流
の
す
べ
て
を
最
適
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

富
士
通
と
日
立
製
作
所
が
共
同
で
開
発
し
た
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

「
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
」、
日
本
電
気
の
「
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
が

発
売
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。 
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〜
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ト
ン
キ
ン
湾
事
件 

Gulf of T
onkin Incident

：
一
九
六
四
年
七
月
三
十
一

日
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
駆
逐
艦
「
マ
ド
ッ
ク
ス
」
が
ト
ン
キ
ン
湾
周
辺

で
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
支
援
活
動
を
開
始
し
て
い
た
。
八
月
二
日
、
北
ベ
ト
ナ

ム
の
哨
戒
艇
が
「
マ
ド
ッ
ク
ス
」
に
二
発
の
魚
雷
を
発
射
し
た
と
し
て
、「
マ

ド
ッ
ク
ス
」
と
空
母
「
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
」
が
北
ベ
ト
ナ
ム
哨
戒
艇
を
攻
撃
・

破
壊
し
た
。
し
か
し
一
九
七
一
年
六
月
、『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
が

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
仕
組
ん
だ
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
暴
露
し
た
。 

▼
空
母
「
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
」 

一
九
四
三
年
に
就
役
し
、
太
平
洋
戦
争
レ

イ
テ
沖
海
戦
（
四
四
年
十
月
二
十
〜
二
十
五
日
）、
ル
ソ
ン
島
上
陸
作
戦
（
四

五
年
一
月
六
〜
九
日
）
な
ど
に
参
加
し
た
。
四
五
年
一
月
二
十
一
日
、
台
湾

沖
で
日
本
軍
機
の
特
攻
攻
撃
を
受
け
て
大
破
し
た
。
第
日
本
帝
国
政
府
が
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
を
無
条
件
受
諾
し
て
降
伏
し
た
あ
と
、
東
京
湾
に
入
っ
て
帝
国

陸
軍
兵
士
の
復
員
を
支
援
し
た
。 

ハ
フ
ェ
ズ=

ア
ル=

ア
サ
ド 

H
āfiz al-A

sad

／
１
９
３
０
〜
２
０
０
０
。
シ

リ
ア
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
第
四
代
大
統
領（
在
任
：
一
九
七
一
〜
二
〇
〇
〇
年
） 

シ
ャ
ロ
ン 

 A
riel Sharon

／
１
９
２
８
〜
２
０
１
４
。
第
一
次
中
東
戦
争

（
一
九
四
八
年
五
月
〜
四
九
年
二
月
）
で
歩
兵
中
隊
長
と
し
て
従
軍
し
、
以

後
、
予
備
役
と
国
防
軍
へ
の
復
帰
を
繰
り
返
し
た
。
第
二
次
中
東
戦
争
（
五

六
年
十
月
〜
五
七
年
三
月
）
で
は
第
二
〇
二
空
挺
旅
団
長
、
第
三
次
中
東
戦

争
（
六
七
年
六
月
）
で
は
第
三
八
機
構
師
団
長
を
務
め
た
。
七
二
年
六
月
に

退
役
し
た
が
第
四
次
中
東
戦
争
の
勃
発
で
復
帰
し
、
独
断
で
ス
エ
ズ
逆
渡
河

作
戦
を
進
め
て
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
内
の
不
協
和
音
を
生
ん
だ
。
少
将
を
最
終
階

級
と
し
て
政
界
に
転
じ
、
八
一
〜
八
二
年
国
防
大
臣
、
二
〇
〇
一
〜
〇
六
年

第
十
五
代
首
相
と
な
っ
た
。 

バ
レ
ル 

一
バ
レ
ル
＝
百
五
十
九
リ
ッ
ト
ル
。
十
九
世
紀
の
半
ば
に
ア
メ
リ

カ
の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
で
油
田
が
開
発
さ
れ
た
と
き
、
原
油
の
輸
送
に
シ
ェ

リ
ー
酒
の
樽
を
使
っ
た
。「
バ
レ
ル
」
の
名
は
、
そ
の
「
樽
」
に
由
来
し
て
い

る
。
シ
ェ
リ
ー
酒
用
の
樽
は
五
十
ガ
ロ
ン
（
一
ガ
ロ
ン
＝
三
・
七
八
五
リ
ッ

ト
ル
）
だ
っ
た
が
、
途
中
で
蒸
発
し
て
目
減
り
し
四
十
二
ガ
ロ
ン
に
な
っ
て

い
た
。
そ
こ
で
四
十
二
ガ
ロ
ン
＝
百
五
十
八
・
九
七
リ
ッ
ト
ル
を
一
バ
レ
ル

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。 

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
騒
動 

大
阪
の
万
国
博
覧
会
跡
地
に
で
き
た
千
里
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
震
源
地
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際

は
分
か
ら
な
い
。
売
り
惜
し
み
し
て
店
先
に
商
品
を
並
べ
な
い
小
売
店
も
あ

っ
た
り
し
て
、
騒
動
は
全
国
に
広
が
っ
た
。 

ジ
ョ
ニ
ー
・
カ
ー
ソ
ン 

John W
illiam

 "Johnny" Carson

／
１
９
２
５
〜

２
０
０
５
。
一
九
六
二
年
十
月
か
ら
一
九
九
二
年
五
月
ま
で
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ

（N
ational Broadcasting Com

pany

）
の
『
ザ
・
ト
ゥ
ナ
イ
ト
・
シ
ョ
ー
・

ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ョ
ニ
ー
・
カ
ー
ソ
ン
』
の
司
会
を
務
め
た
。。 
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